	基本操作－４３
	ガス検知器の取扱い
	作    成
	

	
	
	
	

	

	ポイント

	
	・対象ガスに合ったガス検知器を選ぶこと。

(1) 使用前点検  

  ・フィルターに汚れ、油水の付着がないこと。

· 吸入ホースに破れ、折れがないこと。

· 接続部にガタがなく容易に外れないこと。

(2)スイッチＯＮ後、異常表示がなく“可燃性ｶﾞｽ0%”と表示されること。

(4)指示が安定するまで空気を吸入させながら調整する。

(5)機能確認

· 標準ガス等（可燃性ガスでも可)を僅か吸わせ可燃性ガス濃度が上昇し、再度”0%”に復帰すること。

· 標準ガスを吸わせてから指示上昇までの時間を確認すること。

(6)燃焼式の場合はＯ２の存在下で測定する。

· スチーム雰囲気における測定にはドレンポットを使用。

· 窒素雰囲気における測定には空気混合器を使用する事。

· 空気混合器を付けて測定する場合、測定値の指示値は１／２を指示する。

· 必要時間以上測定とは機能点検で測定した時間以上。

(注)その他の形式のものを使用する場合は「取扱い説明書」を参照すること。

(７)検知器のガスを充分パージした後、スイッチを切る。
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